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Ⅰ 

「
金
門
学
」の
問
い
か
け
る
も
の

厦
門
の
海
岸
線
に
立
つ
と
、
曇
っ
た
日
で
あ
っ
て
も
金
門

が
見
え
る
。
正
確
に
は
小
金
門
（
烈
嶼
）
が
見
え
て
い
る
の

だ
が
、
至
近
距
離
で
二
キ
ロ
前
後
の
厦
門
と
金
門
と
の
間
に

は
六
〇
年
以
上
に
わ
た
る
歴
史
の
断
絶
が
あ
る
。
周
知
の
通

り
、
一
九
四
九
年
に
中
華
人
民
共
和
国
が
建
国
さ
れ
、
中
華

民
国
政
府
が
台
湾
に
遷
っ
た
後
、
一
九
九
二
年
に
い
た
る
ま

で
、
こ
の
厦
門
と
金
門
の
間
の
境
界
線
が
国
共
間
の
軍
事
前

線
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
昨
今
、
国
共
間
、
あ
る

い
は
東
ア
ジ
ア
の
冷
戦
の
最
前
線
に
位
置
し
て
き
た
こ
の
金

門
島
が
、
そ
の
過
去
を
見
つ
め
つ
つ
、
装
い
を
新
た
に
、
ふ

た
た
び
新
た
な
歴
史
に
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
中
国
語
圏
の
学

界
で
は「
金
門
学
」と
い
う
新
た
な
地
域
研
究
が
話
題
に
な
っ

て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
の
民
主

化
の
過
程
で
、
台
湾
の
人
々
が
台
湾
や
台
湾
人
を
研
究
し
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
認
し
て
い
っ
た
よ
う
に
、
昨
今
の

金
門
島
で
は
金
門
の
人
々
に
よ
っ
て
金
門
が
研
究
さ
れ
、
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
再
形
成
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
動
き
を
中
華
民
国
の
統
治
下
に
あ
る
金
門
県

と
し
て
の
「
郷
土
の
再
発
見
」
だ
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
台
湾
と
の
深
い
関
係
を
意
識
し
な
が
ら

も
、
金
門
学
が
想
定
し
て
い
る
対
象
は
、
台
湾
の
一
部
と
し

て
の
金
門
で
は
必
ず
し
も
な
い
。
そ
れ
は
、
金
門
を
ひ
と
つ

の
地
域
と
見
な
し
、
自
然
科
学
、
社
会
科
学
、
人
文
科
学
の
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Ⅱ  

歴
史
に
裏
打
ち
さ
れ
た
個
別
性（
一
） 

―
―
僑
郷



009 地域研究の対象としての金門島
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Ⅲ  

歴
史
に
裏
打
ち
さ
れ
た
個
別
性（
二
） 

 

―
―
軍
事
最
前
線
の
島

　



011 地域研究の対象としての金門島
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Ⅳ 

個
別
性
と
表
裏
を
な
す
開
放
性



013 地域研究の対象としての金門島
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Ⅴ 

地
域
研
究
に
お
け
る
金
門
研
究
の
意
義

Ⅵ 

本
特
集
の
構
成



015 地域研究の対象としての金門島
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自
然
環
境

金
門
島
の
概
況
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017 地域研究の対象としての金門島

金 門 島

ア モ イ

小金門

図2　金門島全図
（金門島政府、2008 年）

図1　金門島の位置図
（金門島政府、2008 年）

↑
金
門
島
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社
会
環
境

政
治
と
行
政



019 地域研究の対象としての金門島

金門近現代史年表
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